
の
官
位
を
与
え
（
貴
族
化
）、
官

位
に
準
じ
た
俸
祿
を
与
え
る
皇
権

専
制
律
令
国
家
が
始
ま
っ
た
。
官

位
の
位
階
は
氏
族
の
姓
（
か
ば
ね
）、

官
職
は
位
階
に
よ
っ
て
決
ま
っ
た
。

氏
族
の
姓
は
、
氏
族
祖
先
神
の
出

生
譚
・
系
譜
で
決
ま
る
。
そ
の
根

拠
書
で
あ
る
古
事
記
・
日
本
書
紀

を
整
備
し
た
。
中
国
で
は
天
命
に

よ
る
易
姓
革
命
で
皇
帝
と
な
る
が
、

日
本
で
は
記
紀
に
よ
る
万
世
一
系

の
皇
孫
が
天
皇
を
継
ぐ
こ
と
と

な
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
大
和
中
華
思
想
や
万

世
一
系
思
想
が
相
ま
っ
て
明
治
維

新
前
夜
の
尊
皇
攘
夷
運
動
へ
繋

が
っ
て
い
く
。
し
か
し
一
転
、
明

治
維
新
達
成
時
、
そ
の
千
三
百
年

続
い
た
攘
夷
と
い
う
和
魂
漢
才
の

考
え
方
は
捨
て
去
ら
れ
、
新
た
な

“

井
戸
塀
代
議
士”

は

も
う
死
語
か

　

平
成
の
バ
ブ
ル
景
気
と
と
も
に

ア
メ
リ
カ
ン
ド
リ
ー
ム
崇
拝
風
潮

が
生
ま
れ
た
。
そ
の
結
果
、
日
本

は
金
銭
・
唯
我
志
向
の
競
争
社
会

と
な
り
、
所
得
階
層
の
二
分
化
が

始
ま
っ
た
。
バ
ブ
ル
崩
壊
、
景
気

低
迷
が
続
く
中
、
更
に
所
得
弱
者

の
沈
殿
化
が
進
み
社
会
問
題
と

な
っ
て
い
る
。
助
け
合
い
、
清
貧
、

井
戸
塀
代
議
士
、
人
は
石
垣
等
、

個
人
・
企
業
の
和
魂
を
象
徴
し
た

言
葉
は
今
や
死
語
と
な
っ
て
い
る
。

　

先
頃
、
石
川
県
立
美
術
館
で
薬

師
寺
の
宝
物
展
が
開
か
れ
た
。
薬

師
寺
は
天
武
・
持
統
天
皇
夫
妻
の

祈
り
の
寺
で
あ
る
。
両
天
皇
期
は
、

古
代
の
氏
族
（
部
族
）
国
家
か
ら

律
令
国
家
へ
の
画
期
に
当
た
る
。

日
本
の
律
令
国
家
は
中
国
の
律
令

の
和
魂
漢
才
の
賜
物
で
あ
る
。
そ

の
和
魂
に
よ
る
律
令
精
神
は
、
明

治
期
に
至
る
ま
で
の
わ
が
国
の
精

神
的
規
範
と
な
っ
た
。
千
四
百
年

以
上
も
昔
の
飛
鳥
・
白
鳳
文
化
が

今
な
お
日
本
人
の
心
打
つ
何
か
を

宿
し
て
い
る
。

“

和
魂”

で
見
直
す

方
途
あ
り
や

　

天
武
天
皇
は
大
王
に
代
え
天
皇

を
称
し
始
め
た
。
こ
れ
は
中
国
の

冊
封
体
制
か
ら
の
離
脱
で
あ
り
、

大
和
中
華
思
想
の
確
立
で
あ
る
。

そ
れ
と
同
時
に
、
氏
族
が
有
し
た

部
民
を
公
民
化
、
氏
族
に
は
朝
廷

国
に
発
展
し
た
。
こ
れ
を
歴
史
的

大
成
功
の
占
領
政
策
と
米
国
は
自

負
し
た
。
そ
の
成
功
の
秘
訣
は
と

問
わ
れ
れ
ば
、
和
魂
即
ち
大
和
魂

と
答
え
た
い
。
そ
の
証
拠
に
、
米

国
は
世
界
各
地
で
日
本
と
同
じ
占

領
政
策
を
行
っ
て
い
な
が
ら
反
米

結
果
し
か
得
ら
れ
て
い
な
い
。
日

本
占
領
下
で
は
、
大
和
魂
は
軍
国

主
義
思
想
と
し
て
排
除
さ
れ
た
。

そ
れ
で
も
和
魂
は
生
き
て
い
た
。

和
魂
の
互
助
精
神
に
よ
る
経
済
復

興
は
、
共
産
主
義
国
以
上
の
共
産

国
と
揶
揄
さ
れ
た
社
会
を
も
実
現

し
た
。
昭
和
初
期
、
総
国
民
に
生

活
中
流
意
識
が
行
き
渡
っ
た
記
憶

が
あ
る
。

グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
に

流
さ
れ
過
ぎ
て
い
な
い
か

　

古
代
か
ら
和
魂
漢
才
と
い
う
言

葉
が
あ
る
。
漢
は
中
国
を
指
す
。

わ
が
国
は
、
こ
れ
ま
で
外
国
の
文

明
を
学
び
、
和
魂
、
語
弊
抜
き
で

言
う
な
ら
大
和
魂
で
こ
れ
を
消
化

し
、
日
本
独
自
の
文
明
を
育
て
て

き
た
。
明
治
の
文
明
開
花
は
さ
し

ず
め
和
魂
洋
才
で
あ
り
、
戦
後
の

復
興
発
展
は
和
魂
米
才
で
あ
ろ
う
。

　

日
本
は
軍
国
主
義
敗
戦
焦
土
か

ら
自
由
主
義
国
圏
で
も
際
立
つ
自

由
平
等
社
会
を
実
現
、
そ
の
上
経

済
面
に
お
い
て
も
世
界
的
経
済
大

和
魂
洋
才
で
文
明
開
化
を
迎
え
た
。

そ
の
変
わ
り
身
の
早
さ
に
驚
く
。

現
在
、
わ
が
国
は
、
和
魂
を
忘
れ

た
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
押
し
流
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
和
魂
で

見
直
す
方
途
が
あ
る
の
か
。
変
わ

り
身
は
あ
る
の
か
。
歴
史
を
振
り

返
り
つ
つ
も
結
論
は
出
な
い
。

（
金
沢
都
市
開
発
株
式
会
社
社

長
・
金
沢
市
在
住
）

暑
中
お
見
舞
い

　
　

申
し
上
げ
ま
す

マ
ツ
バ
ラ
株
式
会
社

パ
ッ
ケ
ー
ジ
・
製
函

代
表
取
締
役

　
松
原

靖
之

本
　
　
社

金
沢
市
小
坂
町
北
一
四
六

－

二

Ｔ
Ｅ
Ｌ  

〇
七
六

－

二
五
二

－

七
九
七
一

安
原
工
場

金
沢
市
福
増
北
二
八
九

－

七

Ｔ
Ｅ
Ｌ  

〇
七
六

－

二
四
九

－

〇
四
五
〇

さ
Ｂ
３
版
。
ポ
ス
タ
ー
カ
ラ
ー
、

水
彩
、
ク
レ
ヨ
ン
、
は
り
絵
そ
の

他
画
材
は
自
由
。
作
文
は
小
学
生

は
４
百
字
詰
原
稿
用
紙
２
枚
以
内
、

中
学
生
は
同
４
枚
以
内
。
▽
募
集

期
間　

２
０
１
３
年
７
月
10
日
〜

９
月
30
日
。
▽
作
品
の
送
り
先

〒
９
２
０

－

１
１
６
５
金
沢
市
若

松
町
３

－

１
６
８

－

１　

関
戸
正
彦

▽
審
査　

石
川
地
区
で
行
う
ほ
か
、

優
秀
作
品
は
全
国
大
会
へ
。
▽
展

示　

石
川
県
内
の
優
秀
作
品
は
10

月
〜
11
月
頃
▽
後
援　

世
界
連
邦

宣
言
自
治
体
全
国
協
議
会
、
北
国

新
聞
社
、
金
沢
市
教
育
委
員
会
、

白
山
市
教
育
委
員
会
、
野
々
市
市

教
育
委
員
会
、
文
部
科
学
省

　

世
界
連
邦
運
動
協
会
石
川
県
連

合
会
は
、
表
記
の
ポ
ス
タ
ー
・
作

文
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
を
県
内
の

小
・
中
学
生
か
ら
募
集
し
て
い
ま

す
。
県
大
会
の
あ
と
優
秀
作
品
は

全
国
大
会
に
も
出
品
さ
れ
ま
す
。

募
集
要
項
は
次
の
と
お
り
。

　

▽
テ
ー
マ
「
世
界
は
ひ
と
つ
」

「
人
類
み
な
家
族
」「
地
球
は
み

ん
な
の
も
の
」「
み
ん
な
友
達
」

「
世
界
連
邦
を
つ
く
ろ
う
」「
戦

争
を
な
く
す
た
め
に
」「
地
球
環

境
の
保
全
」
「
か
け
が
え
の
な
い

地
球
」
な
ど
、
平
和
や
環
境
問
題
、

世
界
連
邦
の
趣
旨
に
叶
う
も
の
。

▽
作
品
規
定　

ポ
ス
タ
ー
は
大
き
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日
本
の
古
代
歴
史
と
現
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社
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 （さる6月下旬・しいのき迎賓館で） その①

村

田

秀

彦

世
界
連
邦
金
沢
支
部
会
員

〜
薬
師
寺
展
に
学
ぶ
大
和
中
華
思
想
〜

全
国
小
・
中
学
生
ポ
ス
タ
ー
・
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

全
国
小
・
中
学
生
ポ
ス
タ
ー
・
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集
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